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 調布市基本構想（案）策定までのスケジュール（イメージ） 

□市民会議は，７つの検討段階を想定し，市民会議メンバー全員の理解と共通の認識を図りながら，検討を進

めていく。（※□は事務局からの説明，●は検討のテーマなど） 
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会議趣旨や策定方針，市政の現状・課題等の 

共通認識を醸成 

令和３年７月 

令和３年８月 

令和３年９月 

令和３年１１月 

令和３年１０月 

会議形式 

分科会 

分科会 

①オリエンテーション 

 （第１～３回） 

＜第１回 ７月２０日＞ 

□市長挨拶 

□会議趣旨，策定方針について 

●メンバー自己紹介 

●会長・副会長の選出 

＜第２回 ８月１８日＞ 

□調布市基本構想について 

□調布市の紹介 

●グループディスカッション 

（２０年後のちょうふについて） 

＜第３回 ８月３０日＞ 

□調布市の分野別施策について 

●グループディスカッション 

（現状と課題，将来の意見交換） 

②調布市の強み・弱み 

 （第４，５回） 

テーマごとに調布市の強みと弱みを洗い出す 

＜第４回 ９月２９日＞ 

□アウトプットイメージの共有 

□市政の基本的事項の確認 

（人口動向調査，市民意識調査） 

●分科会による強み・弱みの洗い出し① 

＜第５回 １０月２８日＞ 

●分科会による強み・弱みの洗い出し② 

□「強みと弱み」の共有 

強みを伸ばし・弱みを改善するための基本的取組の検討 

 

【オンサイト】 

分科会 

③基本的取組の検討 

 （第６，７回） 
＜第６回 １１月２２日＞ 

□アウトプットイメージの共有 

●分科会による基本的取組の検討① 

＜第７回 １２月２２日＞ 

●分科会による基本的取組の検討② 

□「基本的取組」の共有 

 

令和３年１２月 

【オンサイト】 

分科会 

【オンサイト】 

分科会 

【オンライン】 
全体会議 

【オンライン】 
全体会議 

→グループ分け 

【オンライン】 
全体会議 

→グループ分け 

【オンライン】 
全体会議 

→グループ分け 

 

資料３ 
令和４年８月１０日 
全員協議会 
行政経営部作成 
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◎令和４年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度第２四半期：調布市基本構想案についてのパブリック・コメント手続，説明会開催 

令和４年１２月：調布市基本構想（議案）の調布市議会への上程 

令和５年４月：次期総合計画スタート 

令和４年１月 

令和４年３月 

令和４年４月 

令和４年５月 

④分野別将来像 

 （第８，９回） 

基本的取組の推進による分野別の将来像の検討 

＜第８回 １月２８日＞ 

□アウトプットイメージの共有 

●分科会による分野別の将来像の検討① 

＜第９回 ２月１６日＞ 

●分科会による分野別の将来像の検討② 

⑤中間とりまとめ 

 （第１０回） 
中間とりまとめとして，市民に対し，中間報告会を実施 

令和４年２月 
【オンライン】 

分科会 

【オンライン】 

分科会 

 

【オンサイト】 

令和４年６月 

最終確認 

＜第１０回 ３月２７日＞ 

●中間報告会の開催 【オンライン】 

＜第１７回 ８月２４日＞ 

●市長へ基本構想素案（市民会議提案書）提出 

令和４年８月 
＜第１６回 ８月５日＞ 
●基本構想素案（市民会議提案書（案）） 
の最終確認 

 

【オンサイト】 

分科会 

令和４年７月 ⑧最終確認 

（第１５，１６回） 

＜第１５回 ７月２１日＞ 

●分科会によるまちの将来像の検討 

●基本構想素案（市民会議提案書（案））の確認 

【オンサイト】 

【オンサイト】 
⑨市長への提出 

（第１７回） 

＜８月中旬＞ 

必要に応じて開催（基本構想素案（市民会議提案書（案））の

最終確認②） 

最終とりまとめ ⑦取りまとめ 

（第１３，１４回） 

⑥市全体の将来像 

 （第１１，１２回） 

市全体の将来像などの総論の検討 

＜第１１回 ４月２７日＞ 

●中間報告会での意見交換を踏まえた検討 

＜第１２回 ５月２７日＞ 

□アウトプットイメージの共有 

●分科会による分野別の将来像の検討 

【オンサイト】 

 分科会 

【オンサイト】 

分科会 

 

＜第１３回 ６月１６日＞ 

●基本目標の検討 
【オンサイト】 

分科会 

＜第１４回 ６月２９日＞ 

●分科会によるまちの将来像の検討 

 

【オンサイト】 

分科会 



調布市基本構想策定推進市民会議委員一覧（分科会毎）

事務局

※敬称略

分科会１

子育て支援，学校教育，子ども・若者，福祉（高齢者福祉・障害者福祉・地域福祉），健康づくり

分科会２

生涯学習，スポーツ・レクリエーション，共生社会の充実（地域コミュニティ・人権・LGBTQ・多文化共生），平和，産業（創業支

援・地域経済），観光，芸術・歴史文化

市民委員 庁内検討プロジェクト・チーム

東海林　一洋（都市計画課）

秋元　妙美　　　　　　　江成　豊

大木　智恵子　　　　　　佐藤　ひかる

進藤　美左　　　　　　　鈴木　睦人

竹中　裕子　　　　　　　吉葉　真暁

篠田　理人（人事課）　　　　　萩原　麻子（子ども政策課）

東海林　芳昭（児童青少年課）　佐藤　葵（健康推進課）

佐藤　麻美（指導室）　　　　　坂本　祐樹（社会福祉協議会）

岩﨑　俊（社会福祉事業団）

岩崎　弥左子　　　　　　大槻　昌美

小川　恭子　　　　　　　小山　弘之

森　直樹　　　　　　　　山田　真弓

長野　萌香（企画経営課）　　　工藤　僚大（資産税課）

伊藤　菜々子（納税課）　　　　平野　良弥（産業振興課）

山田　宙拓（生活福祉課）　　　川名　亜弥（図書館）

五十子　認（文化・ｺﾐｭﾆﾃｨ振興財団）

木村　啓佑　　　　　　　児島　秀樹

小峯　充史                       小山　康博

白鳥　眞理子　　　　　　瀧柳　伸央

布目　正浩　　　　　　　林本　司

長谷川　久晃（人事課）　　　　三上　里沙子（環境政策課）

権平　絢香（都市計画課）　　　穗積　俊明（街づくり事業課）

下妻　大輔（交通対策課）　　　森木　豊和（教育総務課）

髙橋　煕慎（市民サービス公社）

フリー

分科会３

市街地整備（駅周辺・住宅・景観），交通環境・道路整備，環境保全（脱炭素・ごみ処理・公害防止），緑・農地・水辺・公園

福岡

千葉

森

田畑

粟野

飯田
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災害に強く，犯罪が起こりにくい， 
だれもがより安全・安心に暮らせるまち 

≪将来像に込められたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

●平時から地域でのつながりを強めるとともに，防災意識を高め，災害に強い体制を構築します。 

●震災や激甚化・頻発化する風水害の防止・軽減を図るため，ソフト・ハードの両面から災害に強いまちを目指します。 

●地域や関係機関との連携・協力のもと，犯罪が起こりにくい地域社会の形成を目指します。 

自助・共助・公助の適切な組合せによる防災・防犯まちづくり，地域ぐるみによる防災・防犯体制の強化，水害に強いまちづくり 

現状と

課題 
△大型台風到来時の浸水への備え 

△公共施設について，ソーラー等の災害への対応を想定した設備が少ない 

△人口１万人当たりの刑法犯認知件数が多摩地域 26 市中，多い方から８番
目（令和元年），他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇近年，増加傾向にある防災市民組織（H26 年：99 団体⇒H31 年：132 団体） 

〇緑を活用した災害に強いまちづくり 

〇台風等に伴う多摩川氾濫の被害を抑えるための施策 

〇防犯ボランティア団体等による地域主体の防犯活動，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

共通 検討テーマ 防災・防犯 

①自助・共助による災害に強いまちづくり 

◆有事の際に住民同士で協力して助け合えるよう，

平時から地域コミュニティの醸成を図ります。 

◆地域住民や消防署との連携・協力，都有地や都施

設の有効活用など，多様な主体との協働に根ざし

た防災体制の構築を図ります。 

◆地域での防災訓練のみならず，イベントの機会など

を通じて，平時から防災意識の向上を図ります。 

◆集団生活に困難を抱える，災害時の避難場所にお

ける要配慮者に対する理解を促進します。 

◆市民一人ひとりが地域の災害リスクを正しく認識
し，事前の備えや災害発生時には隣近所で助け合
うことができるよう，防災意識の向上と知識の普
及・啓発を図ります。 

②公助による災害に強いまちづくり 

◆多摩川や野川の氾濫を防ぎ，頻発化・激甚化する

風水害よる被害の防止・軽減を図るため，近隣自治

体と連携・協力しながら，ハード・ソフトの両面から

必要な対策を推進します。 

◆災害発生時，迅速かつ的確に情報を収集し，だれも

が必要な情報を得られるよう，新たなデジタル技術

の活用を含めた情報連絡体制の強化を図ります。 

◆延焼や浸水・冠水を遅延または防止するとともに，

地域住民の避難地の確保にも資するよう，農地等

の緑地空間の保全に努めます。 

◆災害時にも必要な行政機能を維持できるよう，リス

クマネジメントの取組を推進します。 

◆避難所運営等の災害時の対応において，集団生活

に困難を抱えるよう配慮者が落ち着いて過ごせる

場の確保や，多様性への配慮を推進します。 

 

③犯罪が起こりにくいまちづくり 

◆市民一人ひとりの防犯意識の向上にも結びつく
よう，自治会や防犯ボランティア団体等による
地域主体の防犯活動を支援します。 

◆地域との連携・協力のもと，防犯カメラ等の防
犯設備の設置や路上における暗がりの解消な
ど，防犯に配慮した環境づくりを推進します。 

◆警察署や消費生活センター等の関係機関との
連携・協力のもと，市民が特殊詐欺の被害に遭
わないための未然防止対策を推進します。 

◆調布市防災・安全情報メールの活用促進等に
より，市民への犯罪発生情報や防犯関連情報
の迅速な提供に努めます。 

◆誰もが安心して暮らせる社会の実現を目指し，

犯罪歴等のある人の社会復帰に必要な支援を

推進します。 
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みんなで支え合う，誰一人取り残されない，共に生きるまち 

≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・行政と地域が一体となり，多様なニーズ，幅広い世代に対応することができるよう，様々な福祉施策を充実させるとともに，多世代がゆるやかに交流できる居場所づくりを推進します。 

・ヤングケアラーやダブルケアラーといった「『ケアラー』のケア」に取り組むなど，多様なニーズに応じたきめ細かな相談・支援体制の構築を図ります。 

・オンラインによる相談受付やオープンチャット等のデジタル技術も活用し，誰もが相談や交流がしやすい環境づくりに努めます。 

・高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう，地域包括ケアシステムのより一層の充実を図るとともに，認知症支援や介護予防などの取組を進めます。 

・様々な当事者の異なるニーズを踏まえ，色々な視点からユニバーサルデザインを検討するなど，誰もが自分らしく暮らすことができる，当事者目線のまちづくりに努めます。 

「多様性」「支え合い」「交流」「寛容」「安心」「地域」「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」「誰も取り残されない」「困っている人が生活しやすい」「身近な」「認め合い」「助け合い」「活力や安らぎ」「共生社会の実現」「住民同士の交
流や参加の場」「つながり」「共感」「居場所」「交流したくなる居場所」「多様なニーズに合わせた支援の仕組みづくり（ヤングケアラー、ダブルケアラー）」「当事者同士がつながる仕組みづくり（リアルとデジタル両方）」 「難病者への
配慮（就労支援）」「目に見えない障害への理解」  

①地域での関わりを自然につくることができ，支え合うことができるまちづくり 

◆子ども・若者から高齢者まで，地域で気軽に交流でき，支え合うことができる，
居心地の良い居場所づくりを推進します。 

 
◆全ての高齢者がいつまでも住み慣れた場所で暮らし続けられるよう，高齢者を
地域全体の連携・協力のもとで支える地域づくりを推進します。 

 
◆認知症支援や介護予防事業などを実施するとともに，高齢者のつながりを創出
し，より多くの高齢者が安心して日常生活を送ることができる取組を展開しま
す。 

 
◆福祉サービスを受ける人だけでなく，福祉サービスを提供する人にとっても意義
を見出すことができる環境づくりを目指します。 

 
◆災害時の避難場所において，バリアフリーに配慮するほか，落ち着いて過ごす
ことのできる場所を確保するとともに，要配慮者に対する理解の促進を図りま
す。 

②多様なニーズに応じたきめ細かな支援体制が整い，当事者の視点を重視した

まちづくり 

 ◆障害者や高齢者，難病の方，外国にルーツを持つ方などに配慮し，生きづらさ
を抱える人が少しでも生活しやすくなるよう，困難を抱える方の様々な課題へ
の市民意識の醸成に努めます。 

 
◆様々なコーディネーターを身近な場所に配置するなど，地域社会の多様なニ
ーズの解決に努めます。 

 
◆ヤングケアラーやダブルケアラーなど，ケアラーが気軽に相談できる環境づく
りに努め，ケアラーの負担を和らげるための支援の充実を図ります。 

 
◆デジタル技術を活用し，様々な相談・支援に関する情報発信の強化に努める
とともに，デジタルデバイド解消など，市民の情報格差を解消する取組も推進
します。 

 
◆歩行が困難な方や，ベビーカーの利用者，視覚障害者などの異なったニーズ
を考慮し，ユニバーサルデザインを踏まえた視点から，誰もが安心して移動で
きるよう，歩道や道路の整備を促進します。 現状と

課題 
△高齢者への生活支援サービスが他の自治体に比べて不十分 

△ヤングケアラーへの支援（特に精神面）がない 

△障害者への理解を醸成するための取組は不足している 

△地域住民同士がつながりを得られる機会が少ない，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇他自治体に比べて，地域福祉コーディネーターや地域支え合い推進員など，地域福祉に関

わる専門職が多い 

〇地域社会や公的サービスによる，支援が必要な方への見守り体制が充実している 

〇行政が対応しきれない部分を、社会福祉協議会などの関係機関がカバーしている，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

分科会１ 検討テーマ① 地域福祉・障害者福祉・高齢者福祉 
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自分に合った健康づくりを通して，心地よくすごせるまち 

 
≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・がん対策の推進や，誰もがスポーツに取り組みやすい環境づくり，さらには，健康施策についての積極的な情報発信を進めることにより，市民一人一人の健康づくりへの意識の啓発・醸成を促します。 

・地域，医療機関，企業等との密接な連携体制を築くことにより，市民一人一人にとって，それぞれが抱える健康課題とともに歩むことができる地域社会を目指します。 

・「心の健康づくり」をはじめとする，現代の多様化する健康課題を解決するため，多様な健康施策に取り組み，市民一人一人にとって，理想の健康づくりを実現できる体制を整えます。 

「笑顔」「健康な人も健康と思えない人も」「スポーツ」「近隣に病院がある魅力」「地域と繋がる」「社会生活を維持するための機能」「市民が健康づくりに取り組める仕組み」「利用しやすい（場所もお金も）スポーツ施設」「受動喫

煙」「心の健康（自殺対策）」「ゲートキーパー」「病とともに歩む」「地域包括ケアシステム」「子供向けイベント」「地域と行政が連携」「病気になる前後も健康づくりの情報にアクセス」「未病のうちに気軽に相談できる環境」「がん

条例」「健康づくりへのアクセシビリティが高い HP」「高齢者」「外国にルーツを持つ方」「LGBTQ の方にも配慮」「ウィズコロナ」「在宅医療 MCS（メディカルケアステーション）のネットワーク」「難病の人や医療的ケア児が自宅で生

活」「病気の高齢者も楽しく地域で過ごせる」「メンタルケア」「地域の伴走」「摂食障害，ボディポジティブ」「若者の悩みへのアプローチ」「自殺率が低い地域 “病は市に出せ”」「一次予防（健康づくり）二次予防（健康診断）三次

予防（重症化を防ぐ）」「介護状態や病気になっても地域とつながり続けられる」「フレイル予防」 

現状と

課題 

分科会１ 検討テーマ 健康 

 

①市民一人一人が，健康づくりについての意識を育むことがで

きるまちづくり 

◆健康診断の促進，がん，急性心筋梗塞や歯周病をはじめとする生
活習慣病対策の推進など，市民の健康状態を維持・確認することが
できる機会をつくります。 

◆外国にルーツを持つ方，障害を持つ方，難病の方なども含め，市民
の健康増進に結び付くよう，日常的にスポーツや運動ができる環境
の充実を図ります。 

◆誰もが健康について相談しやすい環境づくりと併せて，アクセシビリ
ティの高いホームページの作成や SNS 等の媒体も活用した積極的
な情報発信を行います。 

②市民一人一人が，病気や高齢化など，それぞれの抱える

健康課題とともに歩むことができるまちづくり 

◆子ども・若者から高齢者まで，それぞれのライフステージに合わ
せた切れ目の無い健康支援に取り組みます。 

◆行政と地域が密接に連携し，高齢や病気になっても，地域でいき
いきと楽しく暮らすことができる，「地域の伴走」が得られるまちを
目指します。 

◆孤立させない地域づくりによる自殺予防の取組など，一人一人に
寄り添ったこころの健康づくりを推進します。 

◆様々なライフステージにあった食育の普及啓発と，食を通じた健
康づくりを推進します。 

③市民一人一人が，様々な健康づくりを実現できる 

まちづくり 

◆様々なパーソナリティに合わせて健康づくりを進められるよ
う，幅広く，多様な健康施策を進めます。 

◆がん等の病気に罹患した場合でも，医療機関や企業等との
連携により，安心して病気と向き合うことができるシステムを
構築します。 

◆医師会，歯科医師会，薬剤師会等との連携を図り，感染症
対策や受動喫煙防止のための施策等を推進し，現代の多様
化する健康課題の解決に尽力します。 

◆フレイル予防の取組の充実や，一人一人の状況に合わせた
在宅医療・介護が実現できるよう，医療機関等との連携を深
めます。 

 

・健康施策に関する情報が一元化されていないホームページ 

（健康施策に関する情報が十分に認知されていない。アクセスしにくい。） 

・遊歩道が少ない 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

・スポーツ資源（スポーツチームとのパートナーシップ，スタジアムのあるまち） 

・近隣に大学病院がある環境      ・がん条例の制定 

・地域，大学，企業，医療機関などの多様な主体との連携   ・地域包括ケアシステム  

・受動喫煙防止の取組     ・ちょうふ在宅ネットの充実 

・一般診療所が 26 市中 4番目，歯科診療所が 26市中 3番目に多い。 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 
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子どもたちの個性が尊重され，安心して学び成長できるまち 

≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

分科会１ 検討テーマ② 学校教育 

・アレルギー対策については，過去に起きた事故の教訓を生かし，アレルギーを持つ子どもたちに配慮した学校給食の提供や対策マニュアルの見直し，理解を深めるための研修プログラムの充実を図る等，盤石な体制を継続します。 

・地域に開かれた学校づくりによって，地域と学校との関係性をより密接なものとすることで，「地域に見守られた安全な学校」を目指します。 

「子どもの意見や人権を尊重」「意見を言える場」「子どもの頃から行政参加」「次世代の担い手づくり」「互いのよさや違いを認め合う」「安全・安心な学校環境づくり」「子どもが活躍できる場づくり」「「気づき」を得られる交流」「特別

支援教育の更なる充実」「事故を契機とした食物アレルギーに対する盤石な「調布モデル」の充実」「セキュリティバランスに考慮した学校づくり」「一人でもいられる場所」「「心」の安心・安全」「一人一人に合った教育を提供できる体

制」「心の壁のない教育」「地域に開かれた学校」「地域と協働」「違いは豊かさと感じられる学校」「特別支援教育の質の担保・向上」 「多様性を学ぶ機会を保証」「ユニバーサルな施設・設備を整備」「アクティブ・ラーニング」 

現状と

課題 

※斜体は，関連する個別計画等を踏まえ，追記した内容です。 

 

①子どもたちが自分らしく成長できる学校づくり 

◆子どもたちの意見を尊重し，それぞれが主体的に学びたくなる学校づくりを
目指すことで，子どもたちの知力，体力，社会性などの成長につなげます。 

 
◆子どもたち一人一人を取り巻く環境に目を向け，それぞれの課題を解決する
ため，個に応じた教育・支援に取り組みます。 

 
 
◆子どもたちが登校できない状況でも，自宅で学校教育を受けることができる
よう，オンライン教育の充実を図ります。 

 
 

△児童・生徒が多様性を認め合える教育が十分にできていない 

△児童・生徒数の増加に伴う教室の整備，一人ひとりと向き合う時間の確保 

△学校施設の老朽化が進んでいる 

△18 歳以上の若者に対する支援が弱い，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

○中学生・高校生向けの児童館として青少年ステーション CAPSがある 

○全ての学校及びその付近において，放課後子供教室事業（ユーフォー）を

実施している 

〇児童・生徒の安全・安心を確保するための取組，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

②子どもたちが行きたくなる，多様なニーズに対応した魅力ある学校づくり 

◆コミュニティ・スクールの導入など，地域との連携による学校づくりを進めること
で，地域に見守られた安全・安心な学校を目指します。 

 
◆学校教育について，子どもや保護者も一緒に考えることで，みんながわくわくで
きる学校づくりを進めます。 

 
◆食物アレルギーの子どもたちが多くいることを前提として，安全・安心な学校給
食の提供に取り組み，アレルギーに関する教育・研修プログラムの充実を図り
ます。 
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子ども・若者が，様々な活動や交流を通して，活躍できるまち 

≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

分科会１ 検討テーマ② 子ども・若者 

・障害当事者との交流の拡充や特別支援教育の更なる充実を図るなど，一人一人に焦点を当てた教育環境を整えることで，互いに尊重し，認め合い，支え合うことができる環境づくりを進めま
す。 
・幅広い若い世代の想いを尊重し，一人一人がまちの主役であることを実感し，活躍することができる環境をつくります。 

「子どもの意見や人権を尊重」「意見を言える場」「子どもの頃から行政参加」「次世代の担い手づくり」「互いのよさや違いを認め合う」「安全・安心な学校環境づくり」「子どもが活躍できる場づくり」「「気づき」を得られる交流」「特別

支援教育の更なる充実」「事故を契機とした食物アレルギーに対する盤石な「調布モデル」の充実」「セキュリティバランスに考慮した学校づくり」「一人でもいられる場所」「「心」の安心・安全」「一人一人に合った教育を提供できる

体制」「若い世代がより主体的に地域で活動できる環境整備」「心の壁のない教育」「地域に開かれた学校」「地域と協働」「違いは豊かさと感じられる学校」「特別支援教育の質の担保・向上」 「多様性を学ぶ機会を保証」「ユニバ

ーサルな施設・設備を整備」「若い世代の居場所づくり（交流の場づくり）」「若い世代の主体的な地域参加をうながす（取り組み・環境・場） 」「困難を抱えた若者を取りこぼさず支援」「幅広い若い世代」 

現状と

課題 

※斜体は，関連する個別計画等を踏まえ，追記した内容です。 

 

①子どもたちが互いに尊重し，認め合い，支え合うことができる心の壁のない環

境づくり 

◆子どもたちが自分と他者の違いを自然に受け入れ，多様性について気づきを
得られる交流機会や教育体制の充実を図ります。 

 
◆年齢差，能力差，障害等に対する心理的な壁を感じることがない個に応じた
教育，特別支援教育の更なる充実を図ります。 

 
◆より多くの障害当事者の経験を子どもたちに伝えられる場を設け，障害理解
の促進に努めます。 

②若い世代が，いきいきと交流し，活躍できる環境づくり 

◆若い世代が地域で活動したくなる，魅力ある地域づくりを進めるとともに，若い世
代が，行政や地域の取組に参加しやすい環境を整えます。 

 
◆若い世代が居心地よく過ごせる場を増やすなど，若い世代の様々なニーズに対
応した施策を進めます。 

 

△児童・生徒が多様性を認め合える教育が十分にできていない 

△児童・生徒数の増加に伴う教室の整備，一人ひとりと向き合う時間の確保 

△学校施設の老朽化が進んでいる 

△18 歳以上の若者に対する支援が弱い，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

○中学生・高校生向けの児童館として青少年ステーション CAPSがある 

○全ての学校及びその付近において，放課後子供教室事業（ユーフォー）を

実施している 

〇児童・生徒の安全・安心を確保するための取組，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 
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みんなに見守られ，安心して子どもを産み，育てられるまち 

≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

分科会１ 検討テーマ③ 子ども・子育て支援 

・市民にとって身近な場所で，子育てに関する相談・支援の機能を拡充し，切れ目ない支援の更なる充実を図ります。 
・子どもや子育てに対する市民の寛容さの醸成を目的とした啓発的な取組を通して，地域全体で子育てを行う風土をつくります。 
・行政だけでなく，地域住民や企業，医療機関等の様々な主体が連携した，子育て支援を実施することで，調布市で子どもを産み，育てたいと思えるまちづくりを推進します。 
・特別な支援を必要とする子どもたちやその家族が，安心して過ごせるよう，相談・支援体制の充実を図ります。 

「困ったとき」「誰もが，いつでも（デジタル関連）」「身近に（各児童館や福祉圏域（８圏域））」「迷わず相談できる機能」「子育て包括支援」「取り残されない」「調布で子どもを産み・育てたい」「子どもを産み・育てやすい」「切れ目のない支

援」「様々な主体との連携・協力」「寛容」「相談できる」「産み・育てやすい」「子どもを産み育てたいと思えるまちづくり」「いつでも相談できる支援環境の充実」「子ども・子育てに寛容な地域」「官民連携によるサービス創出」 

現状と

課題 

※斜体は，関連する個別計画等を踏まえ，追記した内容です。 

①安心して子どもを産み，育てることができる，切れ目ない支援環境の

あるまちづくり 
◆様々な主体と密に協力・連携しながら，子ども・子育て施設の整備充実や多様なサービスの提供を推進します。 
 
◆各地域の児童館など，市民にとって足を運びやすい身近な場所で，子育てに関する相談支援機能の拡充を図り
ます。 

 
◆妊娠期から子育て期にわたる，各ライフステージに応じた，一貫した継続的な支援を実施します。 
 
◆子どもを産み，育てやすいまちづくりを推進し，調布の子育て環境の良さを市内外に積極的に発信します。 
 
◆子育てに対する市民の寛容さの醸成を目的とした啓発活動を推進します。 
 
◆子育てへの心身の負担軽減を図り，安心して過ごせるよう，多様な媒体を活用し，ニーズに応じた効果的な情報
発信を進めるとともに，利用状況に応じたサービスの拡充に努めます。 

 

△出産前からの切れ目のない支援が不足している 

△０～２歳児の保育園への入園が難しい 

△子育てに関して相談できる場所・団体が多く充実しているが，広報が不十

分のために知らない人が多い，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

○子ども家庭支援センター「すこやか」など，子育てに関して相談ができる場

所・団体が多く充実している 

○子育てに関する情報の提供源が増えてきた 

○ひとり親家庭への支援が充実している，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

②様々な課題を抱えた子どもや家庭に対する，多様な支援を充実させた

まちづくり 
◆発達の遅れや障害など，課題を抱えた子どもたちやその家族に対して，各種検診・検査の実施や発達センターでの
相談事業などにより支援します。 

 
◆ひとり親家庭が必要な支援を受けられるよう，関係機関との連携・協力体制を強化します。 
 
◆子育て家庭に対する各種制度の周知や相談体制を整えることで，経済的負担の軽減につなげるとともに，子ども食
堂等，子どもの居場所づくりを支援するなど，総合的な対策を推進します。 

 
◆双子・三つ子などの多胎児を持つ家庭が，安心して子育てできるよう，特有の悩みや楽しみなどを共感できるような
交流の場や相談支援体制の充実を図ります。 

 
◆子育て世代包括支援センター（保健センター及び子ども家庭支援センターすこやか）等の機能を生かし，虐待の予
防や早期発見，妊娠・出産・育児への不安の軽減につなげる取組等を推進します。 
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人と人とのつながりのなかで，だれもが 
多様性を認め合い自分らしく安心して暮らせるまち 調布 

 ≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・市民が気軽に集える場所や機会，情報提供の充実等を図り，市民同士がゆるやかにつながれる地域の形成を目指します。 

・あらゆる差別や偏見がなく，すべての市民の人権が尊重され，一人ひとりが持てる力を存分に発揮しながら，自分らしく暮らせる地域社会の形成を目指します。 

・国籍や言語等の違いを超えてすべての市民が，お互いの個性・特性を認め合い，だれもが心豊かに暮らせる共生社会の充実を図ります。 

・ 

共生社会，いろんな人，多様なありかた，性別や世代を超えて，市民同士のふれ合い・つながり，ゆるいつながり，マッチング，個性・特性を認め合う，コミュニティ 

分科会２ 検討テーマ①共生社会の充実（地域コミュニティ・LGBTQ・多文化共生） 

 

現状と

課題 

△自治会，町内会への参加者の減少 

△地域コミュニティの構成員や参加している人の固定化 

△新規で地域コミュニティに参加するハードルが高い 

△LGBTQ に対する理解が不十分，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇色々なレイヤーのコミュニティ，また拠り所がある 

〇市内で地域の問題解決のために精力的に活動している人や組織 

〇市外からの転入者と市内永住者が共存 

〇「参加と協働のまちづくり」を基本的な考え方としている 他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

②一人ひとりの個性・特性を認め合い，だ

れもが安心して暮らせるまちづくり 

◆市民一人ひとりがお互いの生き方を尊重し，心

安らかに暮らすことができるよう，様々な機会を

とらえ，人権意識の高揚や多様性に対する理解

を深めるきっかけづくりに取り組みます。 

◆自己の性自認・性的指向を理由とする差別や偏

見，様々なハラスメント，インターネット上での人

権侵害など，多様化する人権問題に適切に対応

できるよう，当事者の声を受け止め，その人権を

擁護するための活動を推進します。 

◆仕事と家庭と地域生活との調和を目指すワーク

ライフバランスの実現に向けて，市民・事業者の

意識啓発を図ります。 

③国籍・文化・言語等の違いを超え，だれ

もが共生できるまちづくり 

◆国籍や言語等の違いを超え、外国人市民と日本

人市民が互いの国の文化や生活習慣を理解し

合えるよう，多文化共生・交流機会の充実を図り

ます。 

◆国際交流関係団体等との連携・協力のもと，多

言語による行政情報の提供や相談支援体制の

充実など，外国人市民にとっても暮らしやすい環

境づくりを推進します。 

①市民同士がゆるやかにつながれる，暮

らしやすいまちづくり 

◆多様な市民がふれ合える機会を増やすため，

活動拠点の整備や実施プログラムの開発，運

営体制の見直しなどに取り組みます。 

◆だれもが住み慣れた地域で，安心な暮らしと活

躍の場を得られるよう，様々な地域コミュニティ

活動に関する情報提供の充実等により，住民

のコミュニティ活動への参加のきっかけづくりを

推進します。 

◆時代に合ったコミュニケーションツールを効果

的に活用しながら，市民同士がいつでも容易

につながれる仕組を構築します。 

※斜字は，関連する個別計画等を踏まえた内容です。 
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世代や障害の有無等に関わらず, スポーツに親しめる機会を創出し， 

だれもが生涯にわたって活き活きと暮らせるまち 調布 

 ≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・それぞれのライフスタイルや健康課題に応じて，だれもが気軽にスポーツに親しめる機会や環境の創出・普及拡大を目指します。 

・市内にあるスポーツ資源の積極的活用や国際的なスポーツ大会の開催地としてのレガシーの継承により，スポーツ人口の増加を目指します。 

・既存施設の修繕・改修や設備機器の更新を計画的に推進し，だれもが快適かつ安全にスポーツを楽しめるまちを目指します。 

活力のある，だれもが，健康に暮らす，気軽に運動できる，多様な主体との連携，スポーツにふれやすい機会の創出，インクルーシブ 

分科会２ 検討テーマ②スポーツ・レクリエーション 

 

現状と

課題 

△ジョギングやサイクリングなど，気軽にスポーツを楽しめるような環境 

△スポーツ施設を利用するためのハードルがある 

△スポーツ施設の利用の仕方が知られていない 

△既存スポーツ施設の老朽化，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇味の素スタジアムや武蔵野の森総合スポーツプラザをはじめ，スポーツ関

連施設が充実している 

〇プロからアマチュアまで，地域に数多くのスポーツ関係団体があり，スポー

ツにふれられる機会が豊富，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

②安全・安心かつ快適にスポーツを楽しめ

る環境の充実 

◆既存スポーツ施設の機能の維持・向上を図る
ため，老朽化の度合いに応じた改修・修繕や
設備機器の更新を計画的に推進します。 

◆市民が身近な場所で，気軽にスポーツを楽し

むことができるよう，日常的に利用できる施設

としての利便性向上や，効果的で効率的な維

持管理・運営及び情報提供に努めます。 

◆利用者のニーズを踏まえながら，既存スポー

ツ施設のバリアフリー化等のインクルーシブな

施設改修を推進します。 

③スポーツに対する関心を喚起するため

の取組の推進 

◆プロスポーツチームや個人など，多様な主体と

の連携・協力により，より多くの市民がスポー

ツに関心を持ち，スポーツに親しめる機会の創

出を図ります。 

◆国際的なスポーツ大会の開催地としてのレガ

シーを継承しながら，様々なかたちで市民がス

ポーツに携わることができる機会の創出を図り

ます。 

◆日頃スポーツをしていない市民も気軽にスポ
ーツに取り組めるよう，スポーツに関する情報
の速やかで効果的な情報提供に努めます。 

①あらゆる市民が気軽に運動できる機会

の充実 

◆市民の身体面や精神面での健康の保持増進

や健康寿命の延伸にも結びつくよう，一人ひと

りのライフステージやライフスタイルに応じてス

ポーツに取り組める機会の充実を図ります。 

◆市民が気軽にスポーツを楽しみながら交流を

深められるよう，多様な市民が参加できる各種

スポーツイベントの充実を図ります。 

◆スポーツ関係団体と連携した取組を推進する

ほか，スポーツを支える新たな人材の育成・確

保に努めます。 
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多世代が生涯を通して学び合い， 
心の豊かさが育まれるまち 調布 

 ≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・だれもが自由に学べる学習機会の提供や学習環境の充実により，市民が主体的に学ぶきっかけが生まれるまちを目指します。 

・市民同士が学び合い，交流を深めながら，より良い地域社会の実現に向けて学びの成果を活かせるまちを目指します。 

・既存施設の修繕・改修や設備機器の更新を計画的に推進し，だれもが快適かつ安全な環境のもとで学び合えるまちを目指します。 

だれもが参加しやすい環境，生涯を通して学べる，自由に学べる，生きがいを感じられる，一人ひとりの知識や経験を活かせる，自主性 

分科会２ 検討テーマ③生涯学習 

 

現状と

課題 

△生涯学習・サークルへの参加のハードルが高い 

△学習活動に参加するための連絡方法が電話やメールしかない 

△生涯学習に関する広報が不十分 

△学習成果のまちづくりへの活用が不十分，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇色々な人たちが参加できるプログラムが，行政や民間から提供されている 

〇生涯学習の機会が多い 

〇様々な職業の経験・能力を持つ方が在住しており，その方々の経験・労力

を引き出すことができる，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

②学びを通じた交流促進や学びの成果を

活かす機会の推進 

◆市民の学習意欲の向上や，学習を通じた交流
を促進するため，学習活動の様々な成果に関
する発表機会の充実を図ります。 

◆市民と行政が協働で実施する生涯学習に関す
るイベント等を支援するとともに，様々な市民
が主体となったまちづくり活動を支援し，学習
の成果をより良い地域社会の形成へとつなげ
ていきます。 

◆Web サイト「生涯学習情報コーナー」の活用や
生涯学習に係る人材情報の収集・提供を積極
的に行うことで，学習の成果をまちづくりに活
かす機会の確保に努めます。 

③安全・安心かつ快適に学べる環境の充

実 

◆既存学習施設の機能の維持・向上を図るた
め，施設のバリアフリー化や老朽化の度合い
に応じた改修・修繕，設備機器の更新を計画
的に推進します。 

◆より多くの市民が身近な場所で，気軽に学習
に取り組むことができるよう，既存学習施設の
利便性向上や効果的で効率的な維持管理・運
営に努めます。 

◆デジタル技術の進展に対応した学習活動を支
援するため，必要な環境の整備を推進します。 

① 多世代が自由に学び合える機会の創

出・充実 

◆多世代が自由に学べる機会を創出するため，情

報機器を活用したオンラインによる学習機会の

提供など，デジタル技術を活用し，場所的・時間

的な制約を受けずに，いつでも，どこでも学習で

きる環境づくりを推進します。 

◆一人ひとりの知識や経験を活かせる場を構築

し，市民同士が教え，学べる機会を拡充します。 

◆若者や働く世代など，日頃，生涯学習への参加

が少ない市民の学習に対する興味関心を高め，

自主的な学習活動の実践へとつながるよう，生

涯学習の普及啓発やきっかけづくりとなるイベン

トの実施など，多様なきっかけづくりに努めま

す。 

※斜字は，関連する個別計画等を踏まえた内容です。 
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市民が郷土に深い愛着を持ち， 

地域の芸術や歴史文化を発展させ，未来に繋いでいくまち 調布 

 
≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫  

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・地域の有形・無形の文化的資源を大切に守り・活かし，多くの市民が郷土の歴史や伝統文化への理解や愛着を深められるまちを目指します。 

・市民同士のつながりや地域コミュニティの醸成にも結びつくよう，市民主体の芸術・文化活動が盛んなまちを目指します。 

・幅広い世代の市民が様々な芸術・文化について学び，優れた芸術・文化にふれられる機会が充実したまちを目指します。 

・戦争の悲惨さや平和の尊さを風化させず，平和な暮らしを未来に繋ぎます。 

・ 

未来に受け継ぐ，まちに愛着を持てる，魅力を伝える，見る・知るだけではなく学び・ふれられる機会 

分科会２ 検討テーマ④芸術・歴史文化・平和 

 

現状と

課題 

△市内の文化財にふれる機会が少ない 

△子どもが文化芸術を体験するための機会が少ない 

△歴史的文化財及びその良さが市内外の人々に認知されていない 

△多様な文化イベントの周知方法が、時代のニーズに合っていない，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇たづくり・グリーンホール・仙川劇場等の施設が豊富 

〇神社仏閣等の歴史的文化財が多い 

〇文化活動が活発に行われている 

〇グリーンホールや駅前広場での催しが活発，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

①歴史文化や平和の尊さに触れられる環

境や機会の充実 

◆地域の歴史文化を後世に受け継ぐため， 体

験できる場や機会の充実を図るとともに，情報

収集と効果的な発信に取り組みます。 

◆戦争の悲惨さや平和の尊さを風化させず，若い

世代に着実に引き継ぐため，市内に残る戦争史

跡や戦争の体験談を適切に記録・保存するとと

もに，これらを活用して平和の尊さを自分ごとと

して学べる機会の充実を図ります。 

◆幅広い世代の郷土愛の醸成や観光振興にも

結びつくよう，地域固有の歴史的・文化的資源

が適切に保存・管理されるよう支援するととも

に，積極的な公開や活用を図ります。 

※斜字は，関連する個別計画等を踏まえた内容です。 

 

②市民主体の芸術・文化活動の振興 

◆だれもが芸術・文化に興味関心を持つことがで

きるよう，芸術・文化を見る・知るだけではなく，

体験できる場や機会の充実を図ります。 

◆人と人とのつながりや地域コミュニティの活性
化にも結びつくよう，多様な主体が自主的に芸
術・文化活動に取り組める環境づくりを推進す
るとともに，発表機会の充実を図ります。 

◆市民の自主的・自発的な芸術・文化活動を促
進するため，芸術・文化団体の活動に対する
支援や指導者の育成・確保を図ります。 

③市民が芸術や歴史文化とふれ合える環

境の充実 

◆芸術・歴史文化に係る施設機能の維持・向上，

整備を図ります。 

◆だれもが芸術や歴史文化により高い興味関心

を持つことができるよう，デジタル技術を効果

的に活用しながら，場所的・時間的な制約を受

けずに，いつでも，どこでも気軽に芸術や歴史

文化を鑑賞できる環境づくりを推進します。 

◆利用者のニーズを踏まえながら，芸術・歴史文

化に係る施設のバリアフリー化やアクセシビリ

ティの向上，多言語対応等インクルーシブな施

設改修を推進します。 
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だれもがチャレンジできる機会と， 

わくわくする魅力や活気に満ちあふれるまち 調布 
≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・さまざまな分野における新たな挑戦をオール調布で応援し，活発な経済活動が持続的に循環・発展していくまちを目指します。 

・持続可能な未来志向の産業の創出を積極的に支援することで、豊かな暮らしの実現を目指します。 

・人や組織の新たな取組により多様な価値が創出され，多くの人々の好奇心を刺激する魅力のあるまちを目指します。 

・市内外に向けてさまざまな地域資源の魅力を効果的に PRすることで，より多くの人々に調布の素晴らしさを伝えます。 

チャレンジを応援，地域資源の活用，調布ならではの魅力，経済が循環する持続可能なまち，新たな価値の共創，賑わい，市民がわくわくする魅力 

分科会２ 検討テーマ⑤産業（農業・地域経済・観光） 

 

現状と

課題 

△農地を手放す人や荒廃農地の増加 

△起業にチャレンジしやすい文化づくり 

△市の資源として，市内民間企業の活用や連携を行う余地がある 

△それぞれの目的で調布に来訪した人が，他の資源を活用していない，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇市民農園や農業体験など，市民と農業をつなぐ取組が豊富 

〇個人商店（飲食店）が残っており，街の色として楽しめる 

〇観光資源が豊富（鬼太郎，映画のまち，武者小路実篤など） 

〇文化資産が多い（神社仏閣，スポーツ施設等），他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

※斜字は，関連する個別計画等を踏まえた内容です。 

 

③既存企業の経営の革新を支え

るまちづくり（既存企業） 

◆観光施策とも連携を図りながら，よ

り多くの人々が市内で買い物や食

事を楽しむことができるよう，商店

街の活性化を支援します。 

◆経営者の高齢化や後継者不足等

により，事業の継承に課題を抱えて

いる事業者への相談支援体制の充

実を図ります。 

◆経営効率化を図るため，DX（デジタ
ルトランスフォーメーション）の推進
に取り組む既存企業を支援します。 

④地域資源を活用した賑わいのあ

るまちづくり（観光） 

◆より多くの人々を引き込めるよう，観光
と飲食の連携，スポーツや映画等を活

かした市内外のだれもがわくわくするイ

ベントの開催，調布ならではの土産物
など，既存の地域資源をさらに磨き上

げ，その魅力を効果的に情報発信しま

す。 
◆市民と共に，より多くの人々の好奇心

を刺激し，魅了できる新たな地域資源

を掘り起こし，その地域ならではの魅
力を発信することで，まちの魅力の向

上やまちの賑わい創出に取り組むとと

もに，市民の誇りと愛着を深めることに
繋げます。 

①将来にわたって持続可能な農

業を支えるまちづくり（農業） 

◆農業を守り，地産地消を推進するた
め，大学や企業など多様な主体と連
携しながら地元農家が農作物を生産
し続けられるシステムを構築するとと
もに市内農業について知ることので
きる機会の充実を図ります。 

◆農地を保全するため，農業ボランティ
アの活用や新規農業従事者の育成
等による農業への支援体制の充実を
図ります。 

◆NPO や市民団体等との連携・協力に
より，市民が自然を学ぶ場，土とふれ
合う場として，学童農園や農業公園
の整備を推進します。 

②創業・起業等のチャレンジを応

援するまちづくり（創業・起業） 

◆多くの人財や企業・団体などが集い，
支え合いながら，よりよい未来に向
けて発展していくまちにするため，企
業・投資誘致や創業支援などの新た
なチャレンジを応援する取組や，産
学官民の連携をさらに充実させ，新
たな価値を共創する取組を促進す
る。 

◆市内の企業や大学，業種を超えた中
小企業間の交流機会の充実を図り，
経済発展と様々な社会的な課題の
解決を両立できる新たなビジネスモ
デルの構築を促進します。 
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魅力的で，安全に移動できる交通環境が形成されたまち 調布 

≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

分野別

将来像 

・子ども連れの方や高齢者，障害のある方など，すべての人が安心して利用できる交通環境や，環境にもやさしい道路の形成を目指します。 

・街路樹による緑化や無電柱化，舗装の色調等を適切に誘導することで，だれもが市内をゆったりと歩いて楽しめる街並みの形成を目指します。 

・調布市ミニバスや民間バス，自転車等がさらに活用され，より魅力的で身近な足となるように，分かりやすく利用しやすい公共交通網の実現を目指します。 

人と環境にやさしい，安全・安心，便利，回遊性，歩行者が歩きやすい，歩きながら楽しめる，京王線以外の公共交通の利便性，エンジョイ，やさしく楽しい 

１００年構想，トラム（路面電車），ゆったり，ゼロエミッション，ウォーカブル，自転車，道路の保全 

 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

現状と

課題 

②だれもが，調布らしい歩きたくなるまちづ

くり 

◆市民や来訪者も含め，だれもが安らぎを感じな

がらまちを歩くことができるようにするため，各

地区の特性を踏まえながら，街路樹の植栽や

適正管理など，調布らしい自然と調和した道づ

くりを推進します。 

◆人々に市内観光名所の周遊を促し，賑わいの

創出に結びつけるため，シェアサイクル等の取

組を推進するとともに，歩行者天国の活用や自

転車利用者のマナー向上等を通じて，歩行者

が歩きやすいまちづくりを推進します。 

①人と環境にやさしい安全で便利な道路・

交通環境の整備 

 ◆歩行者や自転車が安全に通行できるよう，歩
道の拡幅やバリアフリー化，専用道路や街灯

等の整備，無電柱化を促進します。 

◆脱炭素化にも資するよう，低環境負荷の自動

車の利用促進やカーフリーの取組等を通じて，

環境にやさしい交通環境の整備を推進します。 

◆市内の交通利便性を高めるため，シェアサイク

ルやデジタル技術を活用した新たな交通手段

の導入を推進します。 

◆自分で車を運転できない市民も快適に移動で

きるよう，公共交通の利便性の向上を図るとと

もに，車や自転車等の多様な移動手段を利用

できる道路ネットワークの形成を図ります。 

△道路が狭く通行しにくいところがある，住宅地を中心に道路や歩道が狭い 

△歩くための動線がない（計画的に野川方面，深大寺方面，多摩川方面のよ

うに明確に歩行者と自転車のための道をつくる） 

△京王線以外の公共交通アクセスの利便性，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇大きな道路（甲州街道，東八道路，鶴川街道，他）が東西南北に走ってお

り，しっかりと整備されている 

〇都心へのアクセスのよさ，交通の便がよいところ 

〇南北方向のバス路線が豊富なこと，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

分科会３ 検討テーマ①交通環境・道路整備 ウォーカブルなまち ちょうふ 
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各地域の特色を活かし，多彩な魅力に満ちあふれたまち 調布 

≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 
・各地域の特色や魅力を最大限に引き出し，市内外からより多くの人たちが集い，憩い，活動できるにぎわいに満ちたまちを目指します。 

・さまざまな世代や世帯のライフスタイルとニーズに応じた住まい方に対応できる，良質な住宅整備環境が整ったまちを目指します。 

・調布らしい特徴的な街並みを醸し出す優れた景観資源を大切に守り・育て・つくることで，魅力的な景観が形成されたまちを目指します。 

・ 

調布らしさ・個性のあるまち（緑があふれる，調布駅前のイベント開催，緑と都市機能が融合しているところ），地域の特色・魅力，生活利便性，賑わい，ゆとり（快適

さ，景観的な要素など），うるおい，親しみ，安心，良好な街並み，電柱の地中化，多様なライフスタイル自然との共生，街路樹，暮らしがメイン・暮らす日常（のんびり

できるまち），桃源郷的な要素 ，ゼロエミッション，コンパクトシティ，利便性，ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル），ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス） 

現状と

課題 

△駅ごとの特色，多様性のある駅前整備が不十分 

△農地が無秩序に宅地化されていくことで，インフラ整備や適正なまちづくり

が追いつかなくなる可能性がある 

△住宅開発の小規模化が進むことで，景観の統一感が失われる，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇調布駅広場の賑わいの創出，駅前が広くなりスペースを活用できる 

〇住民参加のまちづくりが行われている 

〇産学官の連携による空き家対策が進んでいる 

〇都心に近い場所にありながら，自然が残されている，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

分科会３ 検討テーマ②市街地整備（駅周辺・住宅・景観） 地域の個性あふれるまち ちょうふ 

②だれもが安心して暮らすことが

できる住環境の整備（住宅） 

 ◆空き家の廃墟化や老朽化の適切な防止に
結びつくよう，市民農園や地域での居場所
づくり，公共施設等への活用方法を検討しま
す。 

◆高齢者や貧困家庭など，住宅の確保に特に
配慮を要する方が地域の中で取り残され
ず，自立した生活を安定的に送ることができ
るよう，セーフティネットとなる公営住宅や集
合住宅の維持・確保を図ります。 

◆世代や世帯構成，ライフスタイル等に応じた
多様な住宅が供給され，子どもから高齢者
まで多様な世代がバランスよく居住できる良
質な住宅ストックの形成を促進します。 

◆住宅のバリアフリー化や耐震化を推進し，安
心して暮らすことができる環境を整備しま
す。 

◆ZEB（ゼブ）や ZEH（ゼッチ）等の環境に配慮
した考え方を取り入れた住環境の整備に推
進します。 

③調布らしさを醸し出す良好な街

並みや景観の維持・形成（景観） 

 ◆調布らしい緑あふれる景観を継承するため，
農地を含めた緑地を保全するとともに，景観

を損なわない建物の整備を誘導するなど，自

然と共生したうるおいのあるまちづくりを推進

します。 

◆歴史・文化芸術・スポーツなどの地域資源等

を活かした調布のまちを代表するような景観

を形成するため，景観条例を踏まえた計画

的なまちづくりを推進します。 

◆良好な都市景観の創出はもとより，安全で快

適な歩行空間の確保や都市防災機能の強

化にも結びつくよう，都道や市道における無

電柱化を促進します。 

①エリアごとの特色・魅力を活かし

たまちづくり（駅周辺整備） 

 ◆調布の顔にふさわしい賑わいとうるおいに
あふれ，親しみのある駅前広場となるよう，

調布駅周辺において，事業者等と連携しな

らがら，イベントの実施や調布のシンボルと

なるような施設の整備等を検討します。 

◆その他の駅周辺では，各地区の特性に応じ

た車歩道分離や公共サイン・災害時の案内

板等の整備，自然環境や文化的資源等を

活かした特色あるまちづくりを推進します。 

◆それぞれの地域の街としての価値の維持・

向上を図るため，市民・事業者・地権者等が

主体となったエリアマネジメントの手法を取

り入れたまちづくりを推進します。 

④モデルとなる公共施設の整

備 

 ◆だれもが使いやすく，地域コミュニティ
が活性化し，絆が醸成する拠点とな

るよう，ソフト面における機能の充実・

仕掛けの工夫を図る。 

◆今後の社会ニーズに対応し，災害へ

の備えや脱炭素化を進めるため，施

設の老朽化対策を進めるとともに，再

生可能エネルギーの利活用をはじめ

とするゼロエミッションや，フェーズフ

リーの考え方を取り入れた各種施策

のモデルとなるような公共施設・学校

施設の整備に取り組む。 
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豊かな水や緑と共生し，人と人がふれあえるまち 調布 

≪将来像に込めたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・次世代に誇りをもって継承できるよう，多様な主体が一体となって，地域ぐるみで水と緑の創出や保全，育成に取り組むまちを目指します。 

・多くの市民が気軽に集い，憩い，心を通わせられる場所として，水辺環境や農地，公園の積極的な活用に取り組むまちを目指します。 

・市民や地域活動団体を含めた民間活力を活用しながら，公園の新たな魅力づくりや効率的な維持管理・運営に取り組むまちを目指します。 

・ 

緑（グリーン）が多い，自然が豊富，水辺（ブルー）が多い，住民自らが緑を守る・育てる，市民参加（ボランティア，若者の参加），安心感を得られるような緑・水，

身近で親しみやすい，ぬくもり，公園，緑を通した人とのつながり，田園都市，緑と青に溢れた調布， 

現状と

課題 

①豊かな自然と共生したまちづくり 

◆今後も引き続き，豊富な自然と景
観を大切に守り・活かすため，既
存の緑地や農地等を保全するとと
もに，都有地や国有地を活用した
緑の創出，バランスのとれた緑地
開発，適切な農業支援を推進しま
す。 

◆貴重な自然環境である崖線樹林
について，緑豊かな風景を維持す
るため，保全活動を推進します。 

◆市内が水と緑と花でつながること
で，人を含むすべての生き物にと
って心地のよい緑の環境形成を図
ります。 

◆地域コミュニティや学校教育等と
連携した取組を通じて，多くの市
民に環境への興味を持ってもらう
ための機会を創出します。 

△宅地開発等で自然が減っている印象を受ける 
△公園，緑道・緑地，崖線の緑の適正管理が不十分 
△河川の整備（氾濫，浸水等を防ぐため） 
△老朽化した公園設備の更新が必要，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇市内に自然が多いことを誇りに思っている市民が多い 
〇深大寺，佐須地域を中心とした緑豊かな風景 
〇多摩川や野川等の豊富な水資源 
〇ほっとできる公園が充実している，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

③水辺環境を活かしたまちづくり 

◆市民等との協働により，貴重な湧水
や河川の水辺環境を守るための取組
を推進します。 

◆人々が集い・憩える場所として，治水
や河川環境との調和に配慮しなが
ら，人々が集い・憩える場として川辺
の活用を図ります。 

◆地下水や湧水の保全のほか，ゲリラ
豪雨による都市水害への対応のた
め，雨水浸透ますの設置や透水性の
高い道路舗装等により，雨水貯留浸
透機能の強化を図ります。 

◆多摩川や野川，仙川等の河川につい
て，河川沿いの緑化等により，水辺環
境や景観の向上を図ります。 

◆水源として機能している貴重な湧水
や河川等に近接している樹林地等の
緑について，河川敷の草地等との連
続性に配慮しながら，水辺環境との
一体的な保全を図ります。 

④身近な公園の整備・憩いの場づくり 
◆公園がより身近で，安全かつ楽しく遊ぶことが
できる場となるよう，地域住民の参加による管
理手法を取り入れた公園づくりに取り組みま
す。 

◆子どもから高齢者まで，だれもが使いやすい
公園のあり方やデザイン，災害等の非常時に
も対応できるフェーズフリーの考え方を取り入
れた遊具や公園の整備を検討します。 

◆市民が思わず足を留め，憩える公園となるよ
う，花いっぱい運動等を推進します。 

◆公園が不足している地域を中心に，提供 
公園の活用をはじめ，国有地や都有地 
を有効活用した公園の整備に取り組み 
ます。 

◆既存の公園施設の日常点検，定期点検を計
画的に実施し，長寿命化が図られるよう適時
適切な維持管理を実施します。 

◆子どもたちの好奇心や自主性を育み，生き生
きと成長できる場として，子どもが「遊び」をつ
くる遊び場であるプレパークの整備を地域活
動団体と行政の協働で取り組みます。 

②農地の確保・活用に向けたまちづくり 

◆農地を守り，地産地消を推進す

るため，市内の農家・市民が作

物を栽培し続けられるシステム

を構築します。 

◆都市農地の保全のため，農業ボ

ランティアの活用や新規農業者

従事者の育成など農業への支

援体制を充実させます。 

◆ＮＰＯ法人や市民団体などと連

携し，自然を学ぶ場，土と触れ

合う場として，学童農園，農業公

園などの整備を推進する。 

◆農業を通じた共生社会を実現する

ため，農福連携の取組を推進しま

す。 

 

分科会３ 検討テーマ③緑・農地・水辺・公園 

≪将来像につ

ながるキーワ

ード≫ 

人と自然が共生するまち ちょうふ 
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脱炭素・循環型社会を形成し，快適で美しいまち 調布 

≪将来像に込められたあるべきまちの姿≫ 

≪将来像につながるキーワード≫ 

まちづくりの

方向性と 

基本的取組 

分野別

将来像 

・市全体でクリーンなエネルギーや省エネの普及拡大に努めるとともに，最新の優れたデジタル技術を最大限に活用し，持続可能な脱炭素社会の構築を目指します。 

・市民・事業者による５Rの取組を推進するとともに，ごみの安定処理と適正処理に努め，資源循環型社会の構築を目指します。 

・「自らのまちは自らがきれいに」を基本原則とし，地域の美化活動を面的に広げることで，快適で美しく清潔なまちを目指します。 

・ 

脱炭素社会，ゼロカーボンシティ宣言，先進都市，産学官連携，ごみの排出量の抑制，まちの美化，クリーン，環境にやさしいまちづくり，循環， 

持続可能性（サスティナブル），次世代につなぐ，暮らし，地球温暖化対策（二酸化炭素・メタンガス），デジタルで作り出すゼロカーボン先進都市調布，グリーンイン

フラ，河川の氾濫防止（市民の安心・安全），ソーラー発電 

現状と

課題 

②ごみの減量と適正処理の推進 

◆「CHOFU プラスチック・スマートアクション」に基づ
き，市民・事業者と一体となった行動により、プラス
チックごみの減量やプラスチックごみの海洋流出防
止につながる取組を積極的に実施していきます。 

◆ごみの排出量の削減と併せて，コンポストなどのご
みの資源化の取組を促進し，循環型社会の仕組を
構築するとともに，環境学習を推進します。 

◆ごみの発生抑制を最優先に，ごみを出さない，ごみ
になるものは受け取らないといったごみ減量につな
がる啓発や，ごみ減量に向けた市民・事業者の自主
的な取組を支援します。 

◆ごみの分別のさらなる徹底等による資源化を推進す
るとともに，不法投棄対策の充実等によって、ごみ
の適正処理を推進します。 

③良好な都市環境の維持・確保 

◆大気汚染や水質汚濁，騒音・振動等の公
害の未然防止に向けて．監視体制の継続
や関係機関とともに，規制・指導を行いま
す。 

◆空き缶や吸い殻などのポイ捨て防止や喫
煙等のマナーが守られるよう，注意喚起等
に取り組むとともに，清掃等の美化活動や
美化対策の推進によって，次代を担う子供
たちに良好な環境を残せるよう，快適な都
市環境の確保に取り組みます。 

◆騒音や悪臭など，地域住民の日常生活に
起因する近隣公害の発生を未然に抑制す
るため，市民の意識啓発に取り組みます。 

分科会３ 検討テーマ④環境保全（脱炭素・ごみ処理・公害防止） 

①脱炭素社会の構築に向けたまちづくり 

◆トップランナーとして，ゼロカーボンの実現に向け，
産学官民一体となり，「2050 年までに二酸化炭素
排出を実質ゼロ」にする「ゼロカーボンシティ宣言」
に基づく取組を積極的に推進します。 

◆環境学習の取組と併せて，デジタル技術を活用し，
情報の「見える化」を図り，市民のアクションにつな
がる取組を推進します。 

◆住宅の断熱性向上等による住居の省エネルギー
化，業務ビルや店舗等における省エネルギーの推
進など，市民・事業者の主体的な環境行動を促進
します。 

◆地域ぐるみで温室効果ガスの排出量を抑制する取
組や，河川の氾濫等にもつながる気候変動に伴う
異常気象への適応策を推進します。 

 

△脱炭素社会に向けてのアクションが，市民レベルまで浸透していない 

△太陽光発電の導入を促す取組が不十分 

△環境活動への参加者が少ない 

△吸い殻や飲食ごみのポイ捨てが絶えていない，他 

強み（良いところ，伸ばしたいところ） 

〇ゼロカーボンシティの宣言を行った 

〇市民活動団体との協働による環境保全の取組が多く行われている 

〇ごみの減量対策・分別の徹底 

〇ボランティアや商店等による，美化活動が積極的に行われている，他 

弱み（悪いところ，改善したいところ） 

ゼロカーボンシティちょうふ 
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